
今市地区「一の谷お元気会」では、新型コロナウイルス感染対
策をしながら活動を再開しました。新型コロナウイルスに負け
ず、健康づくりに取り組んでいます！　　（詳しくは2ページ）

今、わたしたちに
　　　できること

を今、わたしたちに
　　　できること

を

地域へふれあいサロン活動の情報を発信しています。
開催にあたっての工夫や参加された様子などをお聞
かせください。

活動の様子を教えてください！

令和２年８月２０日発行
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●
任
期

　
理
事
・
監
事
　（
令
和
元
年
６
月
18
日
開
催
の
定
時
評
議

　
員
会
の
終
結
の
時
〜
令
和
３
年
の
定
時
評
議
員
会
の
終
結

　
の
時
）

　
評
議
員
　（
平
成
29
年
４
月
１
日
〜
令
和
３
年
の
定
時
評

　
議
員
会
の
終
結
の
時
）

●
理
事
（
15
人
）

　〈
会
　
長
〉　
　
渡
部
　
英
二

　〈
副
会
長
〉　
　
齋
藤
　
茂
子

　〈
副
会
長
〉　
　
吉
田
　
明
弘

　〈
常
務
理
事
〉　
大
森
　
康
正

　
　
　
　
　
　
　
阿
食
　
か
を
る
　
　
飯
塚
　
眞
治

　
　
　
　
　
　
　
岡
　
賢
治
　
　
　
　
岡
　
眞
悟

　
　
　
　
　
　
　
川
瀨
　
英
　
　
　
　
柳
樂
　
紀
美
子

　
　
　
　
　
　
　
柳
楽
　
好
美
　
　
　
常
陸
　
実

　
　
　
　
　
　
　
日
野
　
和
子
　
　
　
堀
西
　
雅
亮

　
　
　
　
　
　
　
森
山
　
ア
サ
子

●
監
事
（
３
人
）

　
白
枝
　
淳
一

　
馬
庭
　
隆

　
森
脇
　
慶
昌

●
評
議
員
（
20
人
）

　
飯
塚
　
晃
　
　
　
　
石
飛
　
正
登
　
　
和
泉
　
積

　
江
角
　
英
子
　
　
　
岡
並
　
る
み
子
　
小
村
　
和
恵

　
河
瀨
　
京
子
　
　
　
黒
目
　
潤
子
　
　
曽
田
　
正
一

　
高
田
　
茂
明
　
　
　
竹
下
　
茂
　
　
　
玉
田
　
珠
美

　
成
相
　
友
之（
新
）　
西
　
郁
郎
　
　
　
原
　
正

　
布
野
　
泰
德
　
　
　
堀
川
　
博
　
　
　
松
浦
　
絹
子

　
山
口
　
史
子
　
　
　
米
原
　
ゆ
き
み
　
　
　
　
※
敬
称
略

安心づくりを支えるために地域住民の理解と協力を得な
がら、地域における支え合いの体制づくりに取り組みま
した。また、社会福祉法人の連携と協働による地域に
おける公益的な取組の具体化を進めました。

さまざまな福祉課題を抱える人に寄り添い、支援に取り
組みました。住民や関係機関と連携した支援体制の強
化に努め、その人らしい生活の実現を図りました。

地域で福祉活動に参加する人を広げるために、研修事
業に取り組みました。また、「生きづらさ」を抱える人
の存在に気づき、理解と支え合いを広げるために学校
や企業などで福祉教育の取組を推進しました。

理
事
・
監
事
・
評
議
員
の
ご
紹
介

評
議
員
が
新
た
に
１
人
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

安心づくり

地域づくり

人づくり

「
安
心
づ
く
り
」「
地
域
づ
く
り
」「
人
づ
く
り
」を
柱
と
し
て
事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

令
和
元
年
度

　事
業
報
告
主
な
事
業
を
紹
介

□ 参加者には事前に体温計測、マスク着用、手洗いを呼びかける
□ 発熱や風邪の症状がある場合は参加を控える
□ 参加者名簿を作成し、参加者に体温や体調の確認を行う
□ 複数の人が触れる場所を消毒する（手すり、テーブル、椅子、使用物品）
□ 換気を行う
□ 参加者同士の間隔（横、対面）を空ける
□ 録音した音源などを活用し、大きい声を出す機会を少なくする

チェックしてみてください

ふれあいサロンについてお気軽にご相談ください

地域福祉課および各支所（連絡先は10ページをご覧ください）

□ 息が荒くなるような運動は避ける休憩を取る
□ 熱中症予防のため、距離が取れる場合（2ｍ以上）はマスクを外す

□ 座席の配置を工夫する（対面でなく横並びで座るなど）
□ 飲み物は参加者が持参する
□ 食器やコップを使う場合は使い捨てのものを活用する
□ 複数名で物品を共有する必要が無いよう内容を工夫する

＜身体を動かす活動をするとき＞

＜感染拡大を防ぐために＞

＜飲食を伴う活動をするとき＞

開催については、新型コロナウイルスの感染状況に応じて適宜ご判断ください。
迷われる場合などは出雲市社会福祉協議会へご相談ください。

　活動休止中は、スタッフが参加者のお宅にお便りを配布し、
体力維持や食事、人との交流など生活で気を付けたいポイント
の情報が届けられました。再開に向けては、スタッフで話し合い、必要な感染対策の
確認が行われました。当日は、参加者から「毎月届くお便りを読んでいました」「家
族にサロンの様子を話す楽しみが戻りました」といった声があがりました。
　活動の取材を通じて、「サロン活動は続けることが大事だね」とスタッフの皆さんが
お話される様子が印象的でした。

今市地区ふれあいサロン活 動
リポート 「一の谷お元気会」

ふれあいサロン

サロン活動を再開するためのポイント

問合せ

新型コロナウイルス感染症の影響により市内の多くのサロンが活動を休止していましたが、
感染対策をしながら少しずつ活動が再開されています！

活動再開
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●
任
期

　
理
事
・
監
事
　（
令
和
元
年
６
月
18
日
開
催
の
定
時
評
議

　
員
会
の
終
結
の
時
〜
令
和
３
年
の
定
時
評
議
員
会
の
終
結

　
の
時
）

　
評
議
員
　（
平
成
29
年
４
月
１
日
〜
令
和
３
年
の
定
時
評

　
議
員
会
の
終
結
の
時
）

●
理
事
（
15
人
）

　〈
会
　
長
〉　
　
渡
部
　
英
二

　〈
副
会
長
〉　
　
齋
藤
　
茂
子

　〈
副
会
長
〉　
　
吉
田
　
明
弘

　〈
常
務
理
事
〉　
大
森
　
康
正

　
　
　
　
　
　
　
阿
食
　
か
を
る
　
　
飯
塚
　
眞
治

　
　
　
　
　
　
　
岡
　
賢
治
　
　
　
　
岡
　
眞
悟

　
　
　
　
　
　
　
川
瀨
　
英
　
　
　
　
柳
樂
　
紀
美
子

　
　
　
　
　
　
　
柳
楽
　
好
美
　
　
　
常
陸
　
実

　
　
　
　
　
　
　
日
野
　
和
子
　
　
　
堀
西
　
雅
亮

　
　
　
　
　
　
　
森
山
　
ア
サ
子

●
監
事
（
３
人
）

　
白
枝
　
淳
一

　
馬
庭
　
隆

　
森
脇
　
慶
昌

●
評
議
員
（
20
人
）

　
飯
塚
　
晃
　
　
　
　
石
飛
　
正
登
　
　
和
泉
　
積

　
江
角
　
英
子
　
　
　
岡
並
　
る
み
子
　
小
村
　
和
恵

　
河
瀨
　
京
子
　
　
　
黒
目
　
潤
子
　
　
曽
田
　
正
一

　
高
田
　
茂
明
　
　
　
竹
下
　
茂
　
　
　
玉
田
　
珠
美

　
成
相
　
友
之（
新
）　
西
　
郁
郎
　
　
　
原
　
正

　
布
野
　
泰
德
　
　
　
堀
川
　
博
　
　
　
松
浦
　
絹
子

　
山
口
　
史
子
　
　
　
米
原
　
ゆ
き
み
　
　
　
　
※
敬
称
略

安心づくりを支えるために地域住民の理解と協力を得な
がら、地域における支え合いの体制づくりに取り組みま
した。また、社会福祉法人の連携と協働による地域に
おける公益的な取組の具体化を進めました。

さまざまな福祉課題を抱える人に寄り添い、支援に取り
組みました。住民や関係機関と連携した支援体制の強
化に努め、その人らしい生活の実現を図りました。

地域で福祉活動に参加する人を広げるために、研修事
業に取り組みました。また、「生きづらさ」を抱える人
の存在に気づき、理解と支え合いを広げるために学校
や企業などで福祉教育の取組を推進しました。

理
事
・
監
事
・
評
議
員
の
ご
紹
介

評
議
員
が
新
た
に
１
人
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

安心づくり

地域づくり

人づくり

「
安
心
づ
く
り
」「
地
域
づ
く
り
」「
人
づ
く
り
」を
柱
と
し
て
事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

令
和
元
年
度

　事
業
報
告
主
な
事
業
を
紹
介
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地
域
住
民
の
主
体
的
な

　
　
　
　
　
　福
祉
活
動
の
推
進

地
域
住
民
等
の
参
加
と
協
働
に
よ
る

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

社
会
福
祉
法
人
等
と
の

　
　
　連
携
・
協
働
及
び
支
援
等

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
促
進

地
域
づ
く
り

●
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
等
活
動
総
合
支
援
事
業

　
　
41
地
区
社
協
が
行
う
２
0
0
事
業
を
支
援

　
　（
１
，
４
３
０
万
５
０
４
円
を
助
成
）

●
福
祉
団
体
活
動
助
成
事
業

　
　
31
団
体
に
7
2
7
万
1
，
6
0
2
円
を
助
成

　
　

●
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
活
動
助
成
事
業

　
　
サ
ロ
ン
数
　
３
６
４
か
所

　
　
参
加
者
　
延
べ
４
８
，
８
７
８
人

　
　（
２
，
３
３
２
万
６
６
６
円
を
助
成
）

　
　
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
研
修
会
　
５
回
開
催

●
地
域
ふ
れ
あ
い
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

　﹇
多
伎
・
湖
陵
・
斐
川
﹈

　
　
対
象
者
数
　
延
べ
１
，
0
1
2
人

●
認
知
症
高
齢
者
等
Ｓ
Ｏ
Ｓ
メ
ー
ル

　
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

　
　
登
録
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
数
　
１
，
４
４
８
件

　
　
メ
ー
ル
配
信
数
　
21
件
（
行
方
不
明
者
情
報
14
件
）

　
　
事
前
登
録
者
数
　
94
人
　

●
出
雲
市
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

　
・
地
域
に
お
け
る
支
え
合
い
の
体
制
づ
く
り
の
推
進

　
　
地
域
支
え
合
い
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

参
加
者
　
約
２
２
０
人

　
　
地
域
支
え
合
い
研
修
会

18
回
開
催
　
参
加
者
　
延
べ
６
１
１
人

　
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

４
回
開
催
　
参
加
者
　
延
べ
１
８
７
人

　
　
地
域
支
え
合
い
会
議
　
９
地
区
で
実
施

　
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
実
態
調
査
、立
ち
上
げ
支
援

　
・
生
活
支
援
活
動
の
担
い
手
養
成

　
・
協
同
組
合
系
組
織
と
の
協
働

　●
た
す
け
あ
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業

　
　
利
用
会
員
　
87
人
　
協
力
会
員
　
52
人

　
　
賛
助
会
員
　
11
人

　
　
利
用
件
数
　
１
，
４
８
８
件
（
２
，
４
４
１
時
間
）

●
共
同
募
金
歳
末
助
け
合
い
事
業

　
　
市
内
全
地
域
で
24
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

●
車
イ
ス
の
貸
出
事
業

　
　
貸
出
件
数
　
４
１
６
件

●
ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ
事
業

　
　
利
用
件
数
　
１
，
１
２
０
件

●
社
会
福
祉
法
人
に
よ
る
地
域
貢
献
活
動
推
進
事
業

　
　「
地
域
貢
献
の
た
め
の
出
雲
市
社
会
福
祉
法
人
連
絡

　
　
協
議
会
」
及
び
「
斐
川
地
域
社
会
福
祉
法
人
の
地

　
　
域
貢
献
連
絡
会
」
の
事
務
局
と
し
て
、
社
会
福
祉

　
　
法
人
の
地
域
貢
献
活
動
を
推
進
し
ま
し
た
。

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
運
営

　
　
相
談
件
数
　
７
２
３
件

　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
登
録
者

地
域
で
の
支
え
あ
い
の
取
組
を

広
げ
ま
し
た

地
域
で
の
支
え
あ
い
の
取
組
を

広
げ
ま
し
た

人
づ
く
り

地
域
福
祉
推
進
の
た
め
に
必
要
な
人
材
の
養
成
や

自
主
的
な
福
祉
活
動
な
ど
の
支
援
を
行
い
ま
し
た

地
域
福
祉
推
進
の
た
め
に
必
要
な
人
材
の
養
成
や

自
主
的
な
福
祉
活
動
な
ど
の
支
援
を
行
い
ま
し
た

生
活
支
援
・
相
談
セ
ン
タ
ー

高
齢
者
あ
ん
し
ん
支
援
セ
ン
タ
ー

い
ず
も
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー

生
活
や
経
済
的
な
困
り
ご
と
を
抱
え
る
方
へ
の
相
談
に
応
じ
、

一
人
ひ
と
り
の
状
況
に
合
わ
せ
て
解
決
策
を
考
え
支
援
を
行
い

ま
し
た
。

●
地
域
生
活
相
談
事
業

　
　
一
般
相
談
件
数
　
２
０
６
件

　
　
法
律
相
談
件
数
　
１
５
６
件

●
自
立
相
談
支
援
事
業

　
　
新
規
相
談
受
付
・
申
込
件
数
　
２
３
７
件

　
　
緊
急
一
時
的
支
援
件
数
　
　
　
１
７
４
件

　
　（
内
訳
）
食
料
支
援
　
１
４
０
件

　
　
　
　
　
緊
急
現
金
貸
付
　
18
件

　
　
　
　
　
生
活
用
品
提
供
　
16
件

●
就
労
準
備
支
援
事
業

　
　
利
用
件
数
　
就
労
準
備
支
援
事
業
　
　
　
３
件

　
　
被
保
護
者
就
労
準
備
支
援
事
業
の
実
施
　
１
件

●
家
計
見
直
し
サ
ポ
ー
ト
事
業（
令
和
元
年
９
月
末
で
事
業
廃
止
）

　
　
利
用
件
数
　
９
件

●
家
計
改
善
支
援
事
業（
令
和
元
年
10
月
よ
り
事
業
開
始
）

　
　
利
用
件
数
　
３
件

●
生
活
物
品
支
援
事
業

　
　
利
用
件
数
　
３
件

●
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

　
　
貸
付
件
数
　
75
件

●
民
生
融
金
貸
付
事
業

　
　
貸
付
件
数
　
66
件

高
齢
者
（
65
歳
以
上
の
方
）
が
地
域
で
自
立
し
た
生
活
を
継
続

で
き
る
よ
う
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

●
相
談
対
応
　
８
，
１
７
２
件

●
成
年
後
見
・
虐
待
・
困
難
事
例
な
ど
の
対
応

４
２
１
件

●
介
護
予
防
普
及
啓
発
　
53
件

●
自
主
グ
ル
ー
プ
立
ち
上
げ
・
運
営
支
援
　
69
回

●
介
護
予
防
支
援
・
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
件
数

　
2
7
，
6
５
０
件

●
地
域
ケ
ア
会
議
の
開
催
　
69
回

認
知
症
や
知
的
障
が
い
、精
神
障
が
い
の
あ
る
方
な
ど
で
権
利

侵
害
を
受
け
や
す
い
方
へ
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

●
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

　
　
利
用
者
　
１
１
８
人

　
　
相
談
対
応
・
支
援
件
数
　
７
，
１
７
２
件

●
法
人
後
見
事
業

　
　
利
用
者
　
10
人

　
　
相
談
対
応
・
支
援
件
数
　
６
７
４
件

●
障
が
い
者
入
居
債
務
保
証
事
業

　
　
利
用
者
　
10
人

●
財
産
保
全
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
　
利
用
者
　
３
人

●
市
民
後
見
推
進
事
業

　
　
市
民
後
見
人
へ
の
活
動
支
援

　
　
成
年
後
見
制
度
普
及
啓
発
活
動
　
等

安
心
づ
く
り

一
人
ひ
と
り
の
福
祉
課
題
を
解
決
す
る

た
め
の
支
援
を
行
い
ま
し
た

一
人
ひ
と
り
の
福
祉
課
題
を
解
決
す
る

た
め
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
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地
域
住
民
の
主
体
的
な

　
　
　
　
　
　福
祉
活
動
の
推
進

地
域
住
民
等
の
参
加
と
協
働
に
よ
る

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

社
会
福
祉
法
人
等
と
の

　
　
　連
携
・
協
働
及
び
支
援
等

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
促
進

地
域
づ
く
り

●
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
等
活
動
総
合
支
援
事
業

　
　
41
地
区
社
協
が
行
う
２
0
0
事
業
を
支
援

　
　（
１
，
４
３
０
万
５
０
４
円
を
助
成
）

●
福
祉
団
体
活
動
助
成
事
業

　
　
31
団
体
に
7
2
7
万
1
，
6
0
2
円
を
助
成

　
　

●
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
活
動
助
成
事
業

　
　
サ
ロ
ン
数
　
３
６
４
か
所

　
　
参
加
者
　
延
べ
４
８
，
８
７
８
人

　
　（
２
，
３
３
２
万
６
６
６
円
を
助
成
）

　
　
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
研
修
会
　
５
回
開
催

●
地
域
ふ
れ
あ
い
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

　﹇
多
伎
・
湖
陵
・
斐
川
﹈

　
　
対
象
者
数
　
延
べ
１
，
0
1
2
人

●
認
知
症
高
齢
者
等
Ｓ
Ｏ
Ｓ
メ
ー
ル

　
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

　
　
登
録
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
数
　
１
，
４
４
８
件

　
　
メ
ー
ル
配
信
数
　
21
件
（
行
方
不
明
者
情
報
14
件
）

　
　
事
前
登
録
者
数
　
94
人
　

●
出
雲
市
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

　
・
地
域
に
お
け
る
支
え
合
い
の
体
制
づ
く
り
の
推
進

　
　
地
域
支
え
合
い
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

参
加
者
　
約
２
２
０
人

　
　
地
域
支
え
合
い
研
修
会

18
回
開
催
　
参
加
者
　
延
べ
６
１
１
人

　
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

４
回
開
催
　
参
加
者
　
延
べ
１
８
７
人

　
　
地
域
支
え
合
い
会
議
　
９
地
区
で
実
施

　
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
実
態
調
査
、立
ち
上
げ
支
援

　
・
生
活
支
援
活
動
の
担
い
手
養
成

　
・
協
同
組
合
系
組
織
と
の
協
働

　●
た
す
け
あ
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業

　
　
利
用
会
員
　
87
人
　
協
力
会
員
　
52
人

　
　
賛
助
会
員
　
11
人

　
　
利
用
件
数
　
１
，
４
８
８
件
（
２
，
４
４
１
時
間
）

●
共
同
募
金
歳
末
助
け
合
い
事
業

　
　
市
内
全
地
域
で
24
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

●
車
イ
ス
の
貸
出
事
業

　
　
貸
出
件
数
　
４
１
６
件

●
ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ
事
業

　
　
利
用
件
数
　
１
，
１
２
０
件

●
社
会
福
祉
法
人
に
よ
る
地
域
貢
献
活
動
推
進
事
業

　
　「
地
域
貢
献
の
た
め
の
出
雲
市
社
会
福
祉
法
人
連
絡

　
　
協
議
会
」
及
び
「
斐
川
地
域
社
会
福
祉
法
人
の
地

　
　
域
貢
献
連
絡
会
」
の
事
務
局
と
し
て
、
社
会
福
祉

　
　
法
人
の
地
域
貢
献
活
動
を
推
進
し
ま
し
た
。

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
運
営

　
　
相
談
件
数
　
７
２
３
件

　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
登
録
者

地
域
で
の
支
え
あ
い
の
取
組
を

広
げ
ま
し
た

地
域
で
の
支
え
あ
い
の
取
組
を

広
げ
ま
し
た

人
づ
く
り

地
域
福
祉
推
進
の
た
め
に
必
要
な
人
材
の
養
成
や

自
主
的
な
福
祉
活
動
な
ど
の
支
援
を
行
い
ま
し
た

地
域
福
祉
推
進
の
た
め
に
必
要
な
人
材
の
養
成
や

自
主
的
な
福
祉
活
動
な
ど
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加

す
る
人
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
大

技
術
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成

福
祉
教
育
の
推
進

広
報
啓
発
活
動
の
推
進

信
頼
に
こ
た
え
る
法
人
運
営

　
　
　
１
６
１
団
体
・
４
，
２
４
０
人

　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
個
人
登
録
者
　
１
３
３
人

●
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

　
　
受
講
者
17
人
　
修
了
者
15
人

●
手
話
奉
仕
員
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

　
　
参
加
者
　
延
べ
92
人

●
手
話
奉
仕
員
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
講
座
（
前
期
）

　
　
受
講
者
12
人

●
手
話
通
訳
者
養
成
講
習
会
を
目
指
す
学
習
会

　（
手
話
奉
仕
員
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
講
座
（
後
期
））

　
　
受
講
者
11
人

●
要
約
筆
記
奉
仕
員
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

　
　
参
加
者
　
延
べ
18
人

●
点
訳
奉
仕
員
養
成
講
座
　
修
了
者
４
人

●
広
報
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

　
　
参
加
者
　
延
べ
38
人

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
（
全
３
回
）

　
　
参
加
者
　
１
０
６
人

●
社
会
福
祉
施
設
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
研
修
会

　
　
参
加
者
　
19
人

●
サ
マ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
﹇
斐
川
﹈

　
　
参
加
者
　
小
中
学
生
22
人

●
福
祉
学
習
支
援

　
　
実
施
回
数
　
79
回

　
　
参
加
者
　
３
，
４
１
９
人

●
あ
い
サ
ポ
ー
ト
運
動
推
進
事
業

　
　
実
施
回
数
　
31
回

　
　
参
加
者
　
１
，
１
１
０
人

●
法
人
運
営
事
業

　
　
役
員
会
等
の
開
催
、
役
職
員
の
研
修
等

●
災
害
見
舞
へ
の
取
組

　
　
火
災
な
ど
災
害
に
あ
わ
れ
た
世
帯
に
見
舞
金
を
　

　
　
お
く
り
ま
し
た
（
19
世
帯
）

●
会
館
管
理
事
業

　
　
出
雲
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
利
用
者
数
　
１
５
，
３
１
５
人

　
　
多
伎
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
利
用
者
数
　
１
６
，
５
６
８
人

　
　
平
田
福
祉
館
　
利
用
者
数
　
２
，
３
８
２
人

●
出
雲
市
総
合
社
会
福
祉
大
会

　
　
参
加
者
　
約
８
０
０
人

●
広
報
紙
「
社
協
だ
よ
り
い
ず
も
」
の
発
行
　
６
回

●
音
訳
広
報
発
行
事
業

　
　
利
用
者
数
　
延
べ
１
，
０
０
０
人

●
点
訳
広
報
発
行
事
業

　
　
利
用
者
数
　
延
べ
48
人

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営
管
理

●
出
雲
市
民
余
芸
大
会

　
　
出
演
者
　
21
団
体

　
　
来
場
者
　
約
１
，
３
０
０
人

法
人
運
営

経
営
全
体
の
管
理
を
行
い
、
住
民
に
信
頼

さ
れ
る
法
人
運
営
の
確
立
を
図
り
ま
し
た
。

経
営
全
体
の
管
理
を
行
い
、
住
民
に
信
頼

さ
れ
る
法
人
運
営
の
確
立
を
図
り
ま
し
た
。
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７億1,861万9千円決算額

令和元年度出雲市社会福祉協議会決算報告

貸借対照表

平成３１年４月１日～令和２年３月３１日

企画広報
（社協だより、ホームページ、音訳広報、地域福祉活動計画、福祉大会、
　高齢者マッサージサービス  等） ２,５４９万５千円

ボランティア・まちづくりセンター
（ボランティア・まちづくりセンター運営事業、
　養成講座・研修会） ７１３万４千円

地域福祉
（生活支援体制整備事業、福祉団体・ふれあいサロン・地区社協への助成、
　多伎・湖陵・斐川地域見守りネットワーク事業、車イス貸出事業、
　福祉教育・福祉出前講座  等） ７,６０８万６千円

共同募金
（福祉団体・ふれあいサロン・地区社協への助成、認知症高齢者等SOSメール、
　点訳広報、歳末たすけあい事業  等） ３,１８１万６千円

施設管理事業
（出雲市社会福祉センター、
　平田福祉館、多伎地域福祉センター）
２,２３９万１千円

法人運営事業
９,１９４万１千円

次年度へ繰越
５,３６５万５千円

令和元年度の寄附金を
令和２年度事業の財源として
活用するための全額積立
１，３２３万円

在宅福祉
（たすけあいボランティア事業、養育支援訪問事業におけるヘルパー派遣業務、
　ガイドヘルプ事業） １,３５１万８千円

生活支援・相談センター　５,７６２万３千円
いずも権利擁護センター　４,３２４万８千円

会費　３,９０２万１千円
寄附金　１,３２５万５千円

補助金・助成金
（出雲市・島根県社協  等）
１億５,１９８万５千円

受託金（出雲市・島根県社協）
２億４,７４５万３千円

共同募金助成金
２,７４０万６千円

利用料収入
６５０万３千円

貸付償還金
１０６万円

介護保険等
１億１,９７６万３千円

障がい者福祉サービス
利用給付費及び
利用者負担金
４３１万円

寄附金積立取崩
５００万円

その他（利子、積立取崩等）
１億２８６万３千円

高齢者あんしん支援センター
２億８,２４８万２千円

流動資産
　現金預金
　事業未収金
　未収金
　未収補助金
　前払費用
　預け金
固定資産
　基本財産
　　定期預金
　　建物
その他固定資産
　土地
　建物
　車両運搬具
　器具及び備品
　ソフトウェア
　貸付事業資金貸付金
　長期預け金
　退職給付引当資産
　福祉事業積立資産
　　センター建設積立資産
　　権利擁護積立資産
　　助成積立資産
　寄附金積立資産
　修繕積立資産
　たすけあいボラ積立資産
　人件費積立資産（ガイド）
　運営資金積立資産（包括）
　地域包括推進事業積立資産

７５,８０７
 ５２,５２４
２２,５３４

２４
１３０
３０１
２９４

９２６,２９５
 ６３,７１５

 ９,０００
５４,７１５

８６２,５８０
 １１,２９４
５７,５２２

２,６２６
１,７５３

３０７
８６９

１３６,７６１
７０,２６０

４０４,６６０
 ２００,０００
１２０,４４３

８４,２１７
５８,４９２
８３,３４２

１,５２８
１,０００
６,５００

２５,６６６

資産の部合計 １,００２,１０２

≪資産の部≫

借方
科　目　名 金　額 科　目　名 金　額

流動負債
　事業未払金
　その他の未払金
　未払費用
　預り金
　職員預り金
　前受金
　前受収益
固定負債
　退職給付引当金

負債の部合計

基本金
国庫補助金等特別積立金
福祉事業積立金
　センター建設積立資産
　権利擁護積立資産
　助成積立資産
寄附金積立金
修繕積立金
たすけあいボラ積立金
人件費積立金（ガイド）
運営資金積立金（包括）
地域包括推進事業積立資産
次期繰越活動増減差額
　うち当期活動増減差額

純資産の部合計

２２,１５２
　 ６,６３７

５９５
８,１０５
４,７８０
１,９０２

１５
１１８

２３４,８２６
２３４,８２６

２５６,９７８

９,０００
５５,９４４

４０４,６６０
２００,０００
１２０,４４３

８４,２１７
５８,４９２
８３,３４２

１,５２８
１,０００
６,５００

２５,６６６
９８,９９２

△１４,３５３

７４５,１２４

負債及び純資産の部合計 １,００２,１０２

≪負債の部≫

≪純資産の部≫

貸方

収 入収 入

支出支出

（単位：千円）（単位：千円）
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新型コロナウイルス感染拡大防止のため
令和2年度の一般相談・法律相談は中止します。

仕事のこと、生活のことなどの困りごとについて
随時職員が相談に応じます。

生活支援課 TEL：23-3790問合せ

災害で被災された方への支援について災害で被災された方への支援について

心配ごと、悩みごと 相談日の
中止について

問合せ先／日本赤十字社島根県支部出雲市地区（事務局　出雲市社会福祉協議会 本所・各支所）

新型コロナウイルス感染拡大防止
のため令和２年度出雲市総合社会
福祉大会は中止します。
ご理解いただきますようお願いい
たします。

名　　　称 募 集 期 間

令和３年３月31日まで

令和３年３月31日まで

令和３年３月31日まで

令和３年６月30日まで

令和２年８月31日まで

受付終了

令和３年３月31日まで

令和２年12月28日まで

令和２年９月30日まで

（これまでの送金額 49,165,758円）

（これまでの送金額　 3,767,821円）

（これまでの送金額 754,923円）

（これまでの送金額 2,077,162円）

（これまでの送金額 24,508円）

（これまでの送金額 118,765円）

（これまでの送金額 1,030,454円）

（これまでの送金額 213,855円）

（これまでの送金額 10,000円）

あたたかいご支援
ありがとうございます。

日本赤十字社キャラクター

東 日 本 大 震 災 義 援 金　

平成28年 熊 本 地 震 災 害 義 援 金

平成29年 ７月５日からの大雨災害義援金

平成30年 ７ 月 豪 雨 災 害 義 援 金

令和元年 ８ 月 豪 雨 災 害 義 援 金

令和元年 台風第15号千葉県災害義援金

令和元年 台風第19号災害義援金

令和2年 ７ 月 豪 雨 災 害 義 援 金

令和2年 ７月島根県豪雨災害義援金

出雲市総合社会福祉大会
中止のお知らせ

新型コロナウイルス感染症の影響により厳し
い日々が続くなか、市民や企業の皆さまから
あたたかいご寄附を多数いただいております。
皆さまの想いを胸に、今だからできることに
役職員一丸となって取り組んでまいります。
心より感謝申しあげます。

ありがとう
　ございます。
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令和２年５月１１日～７月１０日受付分（敬称略）
＊出雲市社会福祉協議会ではご寄附いただいた方のご意志を尊重し、氏名等を掲載して
います。なお、金額は掲載しませんのでご了承ください。

＜出雲＞
大津町　　寄　哲夫
　（出雲市特別功労賞受賞）

＜平田＞
園　町　大森　康正

＜佐田＞
反　辺　安食　久夫
　　　　
　　　　一市民

（　）内は故人
＜出雲＞
今市町　高橋　章（博子）
今市町　影山　晃司（美子）
今市町　岡　進（基和）
今市町北本町　千家　達彦（和義）
大津町　本田　勉（ヤエコ）
上塩冶町　吉本　祐子（正義）
塩冶町　三浦　弘孝（伊久子）
高松町　伊藤　満（ハルエ）
白枝町　栗原　啓太（登美男）
下横町　妹尾　哲朗（千恵）
矢野町　上田　敏宏（光栄）
大塚町　福島　聰（聰恒）
大塚町　長岡　美千子（修司）
渡橋町　池田　俊子（信義）
里方町　金山　祐子（哲夫）
西林木町　新宮　文子（ナツ子）
西林木町　廣田　傳一（則子）

朝山町　吉田　義德（美佐夫）
知井宮町　布野　伸一（藤江）
神門町　今岡　敦朗（敏則）
荒茅町　尾添　健一郎（勝部 耕蔵）

＜平田＞
平田町　土江　隆延（吉延）　
平田町　山野　進（ヒロ子）
平田町　中島　暁（朗）
平田町　黒﨑　広三（滿子）
平田町　勝部　栄（良子）
灘分町　高橋　博幸（恒雄）
灘分町　常松　立雄（進）
灘分町　森脇　善男（ハルノ）
灘分町　足立　勝美（朝子）
島村町　高田　喜代志（利夫）
美談町　阿式　秀典（進）
西代町　多久和　勉（進）
国富町　小形　繁夫（アキノ）
河下町　荒木　基宏（敏雄）　
岡田町　長岡　武徳（文子）
岡田町　長岡　武徳（誠夫）
岡田町　長岡　勇男（トミ）
多久町　坂本　清幸（寿夫）
小境町　長﨑　康子（芳久）
小境町　梶谷　貴宏（博正）
小津町　錦織　万里子（岩保）
十六島町　渡部　敬子（タケノ）
十六島町　錦織　俊介（道子）
十六島町　樋野　司（圭子）
三津町　山岡　忠榮（操）
坂浦町　立石　広三（昌子）
野郷町　原田　清二（弘）

＜佐田＞
反　辺　和泉　積（ミツコ）
反　辺　和田　澄子（安食 久夫）
一窪田　今岡　明彦（満枝）
一窪田　大矢　忠孝（玲子）
八幡原　片岡　久（幹雄）
八幡原　園山　孝男（恵美子）

＜多伎＞
神　原　錦織　重治（静枝）
口田儀　森山　哲弥（武子）
小　田　森山　宏美（春雄）
小　田　山本　真司（定義）
多　岐　藤原　悟（正義）
多　岐　岸田　照子（信一）
久　村　石原　久貴（多喜久）

＜湖陵＞
二　部　今若　芳之（光江）

＜大社＞
遙　堪　木村　実（勝芳）
入　南　古川　信行（隆三）
中荒木　石飛　正幸（禮一）
中荒木　金築　市朗（重夫）
北荒木　手銭　弘明（神門 和男）
修理免　川村　水穂（繁夫）
修理免　山上　弘（安子）
杵築東　庄司　千代子（瀞）
杵築東　岸　直美（鳥屋尾 咲世）
杵築南　岩谷　精（喜代江）
杵築南　石橋　恒久（弘子）
杵築南　岡本　安弘（正男）
杵築西　園山　雄一郎（輝子）

杵築西　三原　幸夫（福子）
杵築西　和田　英樹（英作）
杵築北　春日　卓（　子）
日御碕　内田　進（竹縄 光義）
宇　龍　象谷　幸正（邦敏）

＜斐川＞
荘　原　持田　浩（茂）
荘　原　秦　博（時江）
荘　原　福島　修治（玉造）
三　絡　昌子　守男（瀧市）
上庄原　富岡　俊夫（義雄）
神　氷　池田　明美（孝雄）
上直江　嘉藤　力夫（澄夫）
福　富　森山　光二（登）
福　富　勝部　孝（弘造）
黒　目　古川　正人（タチエ）
黒　目　古川　光徳（幸江）
黒　目　福田　一則（篤幸）
三分市　玉木　久好（栄）
三分市　持田　暁生（フミヱ）
三分市　北脇　和良（アキ子）

23件

＜出雲＞
今市町　小村　君恵

＜斐川＞
荘原地区寿昌クラブ荘和会　
代　表　板倉　威

一般寄附

見舞返し

匿名寄附

ご 寄 贈

香典・玉串料・お花料等返し

●出雲市社会福祉協議会に対する寄附は、住民税と所得税の控除対象になります。また、寄附者が法人の場合には、
損金算入の制度が利用できます。

【例】出雲市にお住まいの方が本会へ 50,000 円の寄附をされた場合
　　※税額控除を選択した場合
　　〔１〕所得税　　（ ５０,０００円 － ２,０００円 ）× ４０％ ＝ １９,２００円
　　〔２〕住民税　　（ ５０,０００円 － ２,０００円 ）× １０％ ＝ ４,８００円
　　〔１〕 ＋ 〔２〕 ＝ ２４,０００円・・・税額控除額となります。
　　※一例であり、個々のケースにより控除額は変わります。詳しくは税務署等へお問い合わせください。

●「地区の社会福祉協議会へ寄附をしたが、市の社協だよりに掲載されていない」とのお問い合わせにつきまして、本会
と各地区の社会福祉協議会は地域福祉の推進におけるパートナーであり連携して事業を行っておりますが、別の団体
であることから、各地区社会福祉協議会に対する寄附はこの紙面に掲載しておりません。ご了承ください。

皆さまからのご寄附は、一般相談や法律相談、市内で福祉活動を行う団体
及び各地区社会福祉協議会への助成などに使わせていただいております。
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https://www.izumoshakyo.jp/

〈窓口対応〉 平日８：３０～１７：１５

生活支援・相談センター

本　　所　〒693‒0001 出雲市今市町543

出雲市社会福祉協議会連絡先

生活資金にお困りの皆さまへ

詳しくは生活支援・相談センターまたは各支所にお問い合わせください。

緊急小口資金

一時的な資金が必要な世帯
（主に休業、収入減少された世帯）

10万円以内
（特別な場合は20万円以内）

継続して毎月の収入が
減少している世帯

単身世帯：月15万円以内
複数世帯：月20万円以内

対象者

貸付金額

総合支援資金

※貸付期間：原則３ヶ月

新型コロナウイルス感染症の影響による休業や失業でお困りの方に向けた
緊急小口資金、総合支援資金の貸付を引き続き受けつけています。

赤い羽根共同募金運動に対する多額のご寄付に感謝の意を表し、下記の個人・団体の皆様へ島根県
共同募金会会長感謝状が贈呈されました。
お寄せいただきました募金は、出雲市の地域活動の推進のために役立てさせていただきます。

団　体

個　人

大谷一夫　様

養護老人ホーム長浜和光園　様
大社町仏教会　様
ボーイスカウト大社第一団　様
ほか一団体

大谷一夫 様 養護老人ホーム長浜和光園 様

大社町仏教会 様ボーイスカウト大社第一団 様

島根県共同募金会会長感謝状が贈呈されました
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